
　大村市、大村商工会議所、大村市商店会連合会では、「おむらんちゃん商品券実
行委員会」を組織し、「おむらんちゃん商品券事業」を実施します。
　この事業は、地域消費者の購買意欲の拡大を促し、地域経済並びに商店街等の
活性化を図るため行うものです。　　　　　　　　　　  　（2面に関連記事掲載）
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おむらんちゃん商品券

円／冊（2,000円のプレミアム付）10,000

（プレミアム付き）

有効期間／平成27年4月28日から平成27年9月27日まで

※商品券はイメージです

おむらんちゃん商品券実行委員会

Omura Omura

販売価格

65,000冊・7億8千万円
発行総数・発行額面総額

（販売総額は６億5千万円　1億３千万円はプレミアム分）
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大村商工会議所青年部　平成２６年度政策提言
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policy proposal

提言

平成26年11月、空の日フェスタ内でイベントを開催

花文字山スタンプラリーや、空港の歴史写真などを展示した

平成26年度は、これまでの大村YEGの取り組みを活かし、
まちづくりの提案を取りまとめ、市・県に提言書を上程いたしました。
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No.675平成27年3月20日

2日 ¡三役会　三役

6日 ¡はな丸プロジェクト意見交換会　専務

10日 ¡ＯＭＵＲＡ室内合奏団東京公演壮行会　会頭

15日 ¡おおむら桜ライオンズクラブ結成10周年記念式典　会頭

25日 ¡（祉）徳栄会理事・評議員会　専務

28日 ¡大村駐屯地・ふれあいコンサート　専務

16日 ¡大村市南高人会総会懇親会　会頭、専務

23日 ¡第2回長崎県空港活性化推進協議会幹事会　専務

7日 ¡「27年青年部OB会総会・厄入り厄祓い・古稀・還暦お祝い会」 専務

3日
¡観光部会運営委員会　中村副会頭
¡富松神社節分祭　中村副会頭　
¡西大村地区商店会連合会新年会　中村副会頭

11日
¡日の丸行進　会頭、専務　
¡第10回長崎街道大村藩宿場まつり　会頭　
¡玖島稲荷神社初午際　中村副会頭

19日
¡中小企業支援人材育成事業臨時職員採用面接試験　中村副会頭、専務
¡アクサ生命保険・山田支社長・菊池所長来所　専務
¡義犬「華丸」顕彰実行委員会　専務

18日

¡大村市清掃審議会　専務　
¡大村市青少年問題協議会　専務　
¡大村市商店会連合会「新春懇談会」　中村副会頭、専務
¡国道34号大村-諫早間拡張・東京要望活動（地元選出国会議員、国交省）～19日　会頭

24日

¡末松・九電大村営業所長来所　専務　
¡（仮称）大村市新幹線まちづくり推進協議会設立発起人会　専務
¡三役会　三役
¡諫早・島原・大村　正副会頭　懇談会　三役

4日 ¡タウンマネージメント会議　専務
¡大村市料飲業生活衛生連合会「新春のつどい」　三役

9日 ¡はな丸プロジェクト打ち合わせ　専務
¡理財部会主催「経済講演会」、日銀長崎支店長との意見交換会　三役

17日 ¡長崎地域自衛隊退職者雇用協議会総会・懇親会　会頭
¡県央地域産業保健センター運営協議会　専務

22日 ¡「大村・飯南・伊丹の味覚の会」　会頭　
¡吉田正則氏・自衛隊長崎地方協力本部大村地域事務所長「退官壮行会」　専務

26日 ¡常議員会　三役
¡ＹＥＧ提言書上程　三役

27日 ¡工業部会実行委員会・副部会長歓送迎会　中村副会頭　
¡大村YEG主催ビジネス交流会inおおむら講演会＆懇親会　会頭、専務

三役の動き 2月

商工会議所LOBO（早期景気観測）部会の動き
業況ＤＩは、２カ月連続改善。先行きも持ち直し見込むも、慎重な見方が残る

▶２月の全産業合計の業況ＤＩは、▲２１．７と、前月から＋４．２ポイントの改善。
原油安の恩恵が幅広い業種に広がる中、米国・中国向けをはじめとする自動
車・電子部品などの輸出増や、外国人観光客の増加を背景に、中小企業の
景況感は持ち直しに向けた動きがみられる。ただし、春節を迎え、中国などか
らの外国人観光客が大幅に伸びた都市部での回復が全体を押し上げてお
り、地方の中小企業においては、コスト増加分の価格転嫁遅れや個人消費の
鈍さが業況改善の足かせとなる状況が続く。

▶先行きについては、先行き見通しＤＩが▲１９．４（今月比＋２．３ポイント）と改
善を見込むものの、「悪化」から「不変」への変化が主因であり、実体はほぼ横
ばい。大手企業の賃上げなどを背景とする消費の持ち直しや、円安に伴う取
引先の海外生産・調達の国内シフトを期待する声が聞かれるなど、一部で明
るさが伺える。他方で、多くの中小企業では、価格転嫁の遅れによる収益圧
迫が続く中、先行きへの不安が払拭できておらず、慎重さが残る。

ポイント理財部会
2月9日㈪
日銀長崎支店長講演会 参加者37名
「長崎県の足元の経済状況について」  日本銀行長崎支店長　佐藤　聡一　氏

2月9日㈪
日銀長崎支店と大村商工会議所との意見交換会 参加者16名

¡

商業・食品部会
2月24日㈫
正副部会長会議 参加者4名
①平成27年度事業計画について協議。

¡

製造・卸部会
2月19日㈭
北九州方面企業見学会 参加者9名

¡

日銀長崎支店長及び総務課長、会議所三役、6部会からの代表、中小企業家同友会、事務局

3月5日㈭
第3回運営委員会　　参加者12名ほか副会頭、事務局
①平成26年度事業進捗状況報告について
②平成27年度事業計画の検討について

トヨタ自動車九州㈱において、自動車の製造過程を見学。システマチックな工場
の中で、社員のアイディアから生まれた作業用具・作業方法等が多数取り入れら
れていた。
西日本工業倶楽部において、昭和27年に旧松本邸から譲り受けたアールヌー
ヴォーを取り入れた館内を見学。
㈱山一物産において製造工場見学後懇談。北九州市が主催する「北九州市　食の
ブランド『百万の息吹』」に、自社製品を登録している。
こうした商工会議所の事業は市内県内にとどまらず、HPへの掲載や、全国的にPR
を展開しているので、非常に有効である等の意見交換を行った。

工業部会
2月27日㈮
運営委員会 参加者7名

¡

①副部会長の選任について
②26年度事業進捗状況について　
③27年度事業計画（案）について審議。原案どおり承認。

建設部会
2月6日㈮～8日㈰
研修視察事業  参加者8名

¡

建設部会（脇壽也部会長）２月６日から８日にかけて、今年度の研修視察事業を実
施しました。視察先は台湾で、部会員８名が参加。一行は今回の主な視察対象であ
る台湾新幹線は台湾高速鉄道（新幹線）で、台北市から高雄市までの345キロメー
トルを１時間40分かけて移動。日欧混在の運転システムや日本が初めて海外輸出
した車両等の知識を現地ガイドより説明を受け、認識を深めました。その他に高
雄、台北両市の代表的な観光施設を巡り、中でも故宮博物院では、昨年日本の東京
と福岡で展示された「翠玉白菜」、「肉形石」も展示されており、一同大変感銘を受
けました。

観光部会
2月3日㈫
運営委員会 参加者6名

¡

視察研修について協議

3月8日㈰～9㈪
視察研修 参加者12名
大川、柳川、八女、日田方面視察　

3月5日㈭
第3回運営委員会 参加者20名
建設部会（脇壽也部会長）３月５日、部会員20名が出席して運営委員会を開催し、
次年度の事業計画を策定しました。計画事項は①研修会（新幹線関係、コンパクト
シティの研究も含めて）、講習会の開催、②研修視察の実施、③地域活性化事業へ
の協力、④各関係機関との懇談会の開催と要望活動の実施、⑤部会の増強推進（会
員の拡大）、⑥部会員相互の親睦事業の実施。なお特に大村市が取り組まれる「改
正都市再生特別措置法」に基づく立地適正化計画制度や都市再構築戦略事業を活
用してのコンパクトシティー化事業について、研究してゆくこととしました。




